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国土交通省北陸地方整備局

信濃川河川事務所大河津出張所

TEL 0256-97-2121

E-mail shinano@hrr.mlit.go.jp

当初の暖冬予報に反し大雪に見まわれておりますが、工事業者の努力により可動堰関連工事は順調に

進んでおります。今回は可動堰に関連した4つの工事の進捗状況についてお知らせします。

可動堰本体工事の進捗状況可動堰本体工事の進捗状況

右
岸
堤
防

左
岸
堤
防

可動堰：約290m

Ｓ１
堰柱

Ｓ２
堰柱

Ｓ３
堰柱

Ｓ４
堰柱

Ｓ５
堰柱

Ｓ７
堰柱

Ａ１
橋台

Ａ２
橋台

Ｐ1
橋脚

Ｐ２
橋脚

Ｐ３
橋脚

Ｐ４
橋脚

Ｐ５
橋脚

Ｐ６
橋脚

ラジアルゲート６門ラジアルゲート６門 製作・設置は製作・設置はH21H21～～H22H22年度実施年度実施

H22年2月現在施工中
黄色：H21.6月まで施工済箇所
青色：H21.10月～H22.6月施工箇所
緑色：H22.10月以降施工予定箇所
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現在、右岸側の堰柱2基（S6、S7堰柱）及び右岸魚道のコンクリート工事が最盛期を迎えていま

す。
S6、S7堰柱については、11月1日号でお知らせしたとおり昨年末に底版部の3,000m3を超えるコン

クリート大量打設を行いました。その後堰柱部（高さ約13m）の施工に移り、先月末には2回目のコン
クリート打設が終了しました。現在、3回目のコンクリート打設に向けて鉄筋の組立を行っています。
3月末には最終となる4回目のコンクリート打設を行う予定です。また、右岸魚道についても順次鉄

筋の組立・コンクリート打設を行っています。
これにより、6月末には7基の堰柱及び左右岸魚道が全て完成し、新しい可動堰の全景が分水路

の中に姿を現します。
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工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121（建設監督官在所）

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

建設監督官（可動堰改築担当）：大河津可動堰改築事業に関する工事監督等

『可動堰なんでも電話』を開設し、みなさんからのご意見・ご質問などをお待ちしております。

０２５８－３２－３１３４ （平日 ＡＭ９：００～ＰＭ４：００）

信濃川河川事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/

信濃川大河津資料館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/ohkouzu/index.html

大河津可動堰情報館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/kadouzeki/

大河津可動堰情報館ホームページから、毎月１日には可動堰回覧板の最新号をご覧頂けます。また、
バックナンバーも合わせてご覧頂けます。アドレスは「http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/kadouzeki/」です。

可動堰ゲート設備工事の進捗状況可動堰ゲート設備工事の進捗状況

「基礎材」及び「戸当り（側部・底部）」
が設置されています。

可動堰管理橋上部工事可動堰管理橋上部工事の進捗状況の進捗状況

現在、ゲートが開閉する中心部の「基礎材」とゲートを円滑に開閉するためゲート両端の堰柱に取り
付ける「戸当り」等の設置工事を行っており、6月末には7基全ての堰柱について設置が完了し、出水
期後の10月からゲート本体の設置を開始する予定です。

現在、橋桁の架設工事を行っています。先月までに左岸
部A１橋台からS1堰柱までの3径間とS1堰柱からS２堰柱の
1径間の架設が完了しました。今後は順次残りの橋桁の架
設を行い、6月末にはS7堰柱までの架設工事が完了する予

定です。
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幅 約30m

高さ

約18m

「ベント」と呼ばれる橋桁を支持する仮
設構台を設置して架設します。
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可動堰上流では冬のにぎわい可動堰上流では冬のにぎわい

今年も可動堰上流には北か
らの越冬のため数多くの野鳥
が訪れて賑やかになっていま
す。双眼鏡を片手にバード
ウォッチングなどいかがでしょう
か。珍しい鳥もみられるカモ。
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